
 
 

家畜衛生だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 

投薬 １日目 ２日目 ３日目 出荷 OK 

休薬期間の数え方 例）休薬期間 ３日間 

投薬当日は「０日目」と数えます。 

投薬当日と出荷日は休薬期間に含めません。 

病畜は薬物の分解や排出に時間がかかる場合があります。 

出荷を休薬期間よりも延ばす等の対策をお願いします。 

 医薬品等の残留の可能性がある畜産物が食卓へ運ばれることを防ぐため 

医薬品を動物に投与してはいけない期間のことです。 

 
休薬期間が終わるまでは出荷できません！ 

休薬期間は、診療獣医師の指示や獣医師が発行する処方箋・指示書で確認。 

(主な動物用医薬品の休薬期間は裏面の一覧表を参照してください。) 

 

令和６年 2 月発行 

埼玉県熊谷家畜保健衛生所 
電 話：048-521-1274 

F A X：048-526-1063 
E ﾒ ｰ ﾙ：k211274@pref.saitama.lg.jp  

（夜間、土日祝日は緊急携帯に転送） 

動物用医薬品の適正使用をお願いします！ 

 食品としての乳、肉等の畜産物中に薬が残留する事で起こる人の健康被害を防ぐため、 

動物用医薬品の中には「使用禁止期間（休薬期間）」が設けられているものがあります。 

 昨年 11 月には、大阪府が府内の大手食品会社が製造した瓶詰の牛乳を検査したところ、 

コクシジウムの治療薬（ｽﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ）が検出され、府は食品衛生法に基づき、同社に同一

ロットの瓶詰牛乳 4 万 4,577 本の回収を命じました。 

 不適切使用により、食品衛生法で定められた基準値を超えて医薬品が残留すると、廃棄や

回収の対象になるため、用法・用量及び使用上の注意に従うとともに、使用状況等の記録を

お願いします。 

休薬期間とは？ 

休薬期間 ３日
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 近年、BVD の発生が全国的に増加しており、県内でも持続感染牛

（PI 牛）摘発事例があります。 

 本県では BVD の PI 牛早期発見のため、年に 2 回、県内の全酪農

家を対象にバルク乳を採取し、無料で検査を実施しています。 

 今年度第 2 回目は令和 6年 2 月 6日、8 日に実施し、全戸陰性を

確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度第 2 回目牛ウイルス性下痢（BVD）

バルク乳検査 全戸陰性 

●導入牛（妊娠牛の場合はその産子も）は、その都度 BVD の検査を 

行いましょう。（検査手数料 600 円/頭） 

※販売用子牛も検査を行い、BVD をまん延させないよう努めましょう。 

●BVD ワクチンを接種して感染を予防しましょう。 

ワクチンには生と不活化がありますが、妊娠牛には必ず不活化を 

接種してください。 

●PI 牛と診断されたら（一社）埼玉県畜産会の補助事業などを活用し、

速やかにとう汰しましょう。 

   ランピースキン病防疫対策要領が策定されました 

  ランピースキン病は令和元年に中国で発生して以降、アジア各国で発生が 

続発しています。令和 5 年 10 月には韓国での発生も確認され、日本への侵

入リスクは高い状況にあります。 

  国内での発生に備え、「ランピースキン病防疫対策要領」が策定されまし

た。詳細は下記 HP をご確認ください。 

 農林水産省 HP https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.html 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.html

